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一
に
つ
い
て 

同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
方
策
の
基
本
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
五
月
十
七
日
に
、
地
域
改
善
対
策

協
議
会
（
以
下
「
地
対
協
」
と
い
う
。
）
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に
対
し
て
意
見
具
申
が
な
さ
れ
、
そ
の
中

で
、
今
後
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
教
育
及
び
啓
発
の
推
進
に
つ
い
て
各
般
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
方
、
与
党
に
お
い
て
は
、
「
人
権
と
差
別
問
題
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
（
以
下
「
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
。
）
が
、
平
成
八
年
六
月
五
日
に
、
「
同
和
問
題
に
関
す
る
国
民
の
差
別
意
識
は
依
然
と
し
て
根
深
く
存
在
し
て
お

り
、
そ
の
解
消
に
向
け
て
、
地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
の
国
内
行
動
計
画

等
を
ふ
ま
え
、
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
的
措
置
を
検
討
す
る
」
こ
と
に
合
意
し
、
与
党
政
策
調
整
会
議
で
も
報 

告
、
了
承
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
地
対
協
意
見
具
申
を
尊
重
し
、
関
係
省
庁
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
動 
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三
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
地
対
協
意
見
具
申
を
尊
重
し
、
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
動
向
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
侵
害
に
対
し
、
簡
易
迅
速
か
つ
有
効
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
各
国
の
取
組
等
国
際
的
な
潮
流
も
視
野
に
入

れ
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
侵
害
救
済
制
度
の
確
立
の
た
め
、
法
的
措
置
の
必
要
性
を
含
め
各
般
の
措
置
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

向
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
法
的
措
置
の
必
要
性
を
含
め
各
般
の
措
置
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

一
方
、
与
党
に
お
い
て
は
、
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
平
成
八
年
六
月
五
日
に
、
「
同
和
関
係
者
に
対
す
る
人
権
侵
害
事

件
の
発
生
は
依
然
少
な
く
な
く
、
ま
た
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
現
行
制
度
は
多
く
の
欠
陥
を
残
し
て
い
る
。
必
要
な
法
的
措

置
を
含
め
、
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
検
討
す
る
」
こ
と
に
合
意
し
、
与
党
政
策
調
整
会
議
で
も
報
告
、
了
承
が
な
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
対
協
意
見
具
申
に
お
い
て
は
、
今
後
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
の
救
済
等
の
対
応
の
充
実

強
化
に
つ
い
て
各
般
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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五 

地
対
協
意
見
具
申
に
お
い
て
は
、
今
後
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
の
一
般
対
策
へ
の
円
滑

な
移
行
に
つ
い
て
各
般
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
方
、
与
党
に
お
い
て
は
、
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
平
成
八
年
六
月
五
日
に
、
「
地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申

を
ふ
ま
え
、
今
日
な
お
残
さ
れ
て
い
る
事
業
課
題
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
の
成
果
に
支
障
を
来

さ
な
い
こ
と
等
を
考
慮
し
て
法
的
措
置
を
講
じ
る
」
こ
と
に
合
意
し
、
与
党
政
策
調
整
会
議
で
も
報
告
、
了
承
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
地
対
協
意
見
具
申
を
尊
重
し
、
関
係
省
庁
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
平
成
九
年
度
予
算
の
概
算
要
求
も

念
頭
に
置
い
て
、
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
議
論
の
動
向
に
も
十
分
留
意
し
な
が
ら
、
法
的
措
置
を
含
め
各
般
の
措
置
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 


